
江
戸
時
代
末
の
産
婦
人
科
医
、
兼
子
元
隣
政
則
は
そ
の
出
生
時

期
、
生
国
、
没
年
及
び
学
統
は
現
在
迄
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い

医
師
で
あ
る
。
『
日
本
産
科
学
史
」
緒
方
正
清
著
に
、
『
産
科
成
解
」

そ
の
解
題
書
石
原
力
著
に
「
兼
子
元
隣
著
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の

み
が
知
ら
れ
て
い
る
。

私
藏
伝
承
本
の
『
産
科
成
解
」
奥
書
に
は

奥
州
白
川
金
子
玄
（
元
）
隣
先
生
は
産
科
之
得
妙
術
之
人
也

云
々
、
時
二
先
生
六
十
一
歳
弘
化
二
年
記

と
あ
り
、
こ
の
事
か
ら
出
生
年
は
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
と
逆
算

出
来
る
。
共
に
私
藏
し
て
い
る
『
産
科
奥
秘
真
訣
」
に
は
、
東
奥

白
川
兼
子
元
隣
政
則
印
と
さ
れ
、
弘
化
二
乙
己
天
仲
夏
と
自
署

し
て
い
る
。

元
隣
の
『
真
訣
』
に
は
他
に
二
種
残
さ
れ
て
い
る
。

６
産
科
医
兼
子
元
隣
と
そ
の
著
書

「
産
科
成
解
」
①

奈
倉
道
治

河
合
文
雄
雅
兄
宛
の
も
の
は
、
天
保
十
五
年
甲
辰
二
八
四
四
）

東
奥
白
川
医
官
兼
子
元
隣
政
則
で
あ
る
。
坂
本
良
偉
雅
師
宛
は
、

天
保
十
一
庚
子
仲
冬
で
あ
り
医
官
の
肩
書
は
無
い
。
良
偉
は
別
に

水
戸
内
科
医
、
本
間
玄
調
、
山
田
南
庵
に
伝
授
を
受
け
て
い
る
。

な
お
『
産
科
成
解
』
は
私
藏
本
以
外
に
五
種
の
稿
本
を
知
り
得

た
が
、
由
来
を
示
す
奥
書
は
一
種
で
あ
っ
た
。

此
害
者
奥
州
白
河
藩
医
兼
子
元
隣
先
生
之
家
吉
也
予
遊
学
於

京
都
従
門
人
井
口
民
学
之
術
時
二
弘
化
三
丙
暮
春
於
寓
居
南
窓

下
写
執
古
堂
知
里

と
あ
り
、
こ
れ
は
弘
化
三
年
の
記
録
で
あ
る
。

こ
れ
等
の
資
料
か
ら
、
奥
州
白
河
藩
と
か
か
わ
り
あ
い
は
伺
い

得
る
が
、
こ
の
時
期
は
、
藩
主
松
平
定
永
（
定
信
の
嫡
子
）
が
文
政

六
年
（
一
八
二
三
）
伊
勢
桑
名
に
複
封
と
な
っ
た
後
で
、
白
河
の
地

は
天
領
と
な
っ
て
い
る
。
桑
名
の
調
査
に
は
、
嘉
永
元
年
の
桑
名

藩
分
限
帳
に
は
兼
子
の
名
は
な
い
。
今
後
の
詳
細
な
調
査
は
必
要

で
あ
る
が
、
福
島
県
白
河
に
は
元
隣
の
足
跡
は
残
さ
れ
て
い
な
い

と
こ
ろ
か
ら
、
藩
医
な
ら
ば
、
江
戸
定
府
の
医
師
で
あ
っ
た
と
も

推
定
す
る
。
入
手
出
来
た
『
真
訣
」
と
写
本
か
ら
、
そ
の
足
跡
一

つ
は
名
古
屋
、
河
合
家
は
滋
賀
県
土
山
宿
（
東
海
道
鈴
鹿
峠
の
西
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麓
の
宿
場
）
の
す
ぐ
近
く
、
第
三
の
坂
本
家
の
も
の
は
、
名
古
屋
藤

浪
萬
得
の
書
庫
、
乾
々
斎
文
庫
を
通
過
し
て
い
る
。
ま
た
知
里
名

の
奥
書
の
稿
本
は
京
都
で
あ
る
。
桑
名
を
中
心
に
し
た
所
で
あ
る
。

学
統
に
つ
い
て
は
著
書
槁
本
『
産
科
成
解
」
を
検
討
し
推
論
し

た
結
果
は
、
江
戸
・
蛭
田
玄
仙
の
流
れ
で
あ
る
と
考
え
た
。
内
容

と
し
て
稿
本
六
種
（
同
一
の
内
容
の
項
の
順
序
が
異
る
）
、
三
種
に
「
極

難
産
奥
秘
術
」
の
題
の
序
文
が
あ
る
。
子
墹
に
対
し
『
産
論
』
「
産

論
翼
」
の
論
を
批
判
し
て
い
る
が
、
「
産
前
母
子
双
全
養
育
法
」
の

名
で
項
が
作
ら
れ
て
い
る
。
投
与
薬
品
名
に
独
特
の
隠
語
名
を
使

用
し
て
い
る
。
例
え
ば
花
婦
Ⅱ
紅
花
、
白
花
Ⅱ
白
桃
紀
、
波
ノ
花

Ⅱ
塩
、
笹
Ⅱ
酒
等
三
十
種
。

二
種
の
槁
本
に
産
科
手
術
器
具
の
図
が
あ
る
。

セ
イ
タ
イ
ハ
ヤ
ピ
キ

生
胎
波
也
昆
機
Ⅱ
産
科
鉗
子
、
胞
衣
取
之
具
Ⅱ
胎
盤
鉗
子
等
十

種
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
中
で
決
め
手
と
し
た
の
が
「
領
下
の
珠
」
と
命
名
し
た
器

具
で
あ
る
。
こ
れ
は
横
座
、
或
は
死
胎
に
用
い
る
緊
急
避
難
具
で

あ
る
。
形
は
尖
端
を
刀
物
と
し
た
カ
ギ
型
鉤
を
付
け
た
指
環
で
あ

り
、
内
診
指
に
装
着
し
て
、
胎
児
に
穿
頭
術
を
施
す
こ
と
が
出
来

る
形
を
し
て
い
る
。
こ
れ
と
同
型
の
図
が
「
義
爪
」
と
名
付
け
て
、

難
波
抱
節
著
『
胎
産
新
書
』
の
第
九
巻
図
式
門
に
記
載
が
あ
る
。

し
か
し
賀
川
満
載
が
賀
川
流
産
科
器
械
を
集
載
し
た
『
産
科
器
械

用
法
書
』
（
明
治
初
年
）
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

検
討
対
象
の
蛭
田
玄
仙
の
秘
術
に
つ
い
て
は
、
『
奥
秘
真
訣
」
等

に
言
か
れ
遺
さ
れ
て
い
る
。

リ
リ
ヨ
ウ

ー
、
騒
龍
含
下
玉
此
玉
ノ
功
誠
神
ノ
如
シ
但
シ
活
用
ソ
ノ

人
ニ
ア
リ
ロ
訣
尤
多
シ

『
蛭
田
翁
産
科
秘
術
」
の
中
の
蝉
退
術
は
、
分
娩
の
進
ま
ぬ
死
胎

に
対
し
、
内
診
指
の
爪
に
よ
り
脇
肋
を
破
り
、
肋
骨
を
抜
く
事
を

記
し
て
い
る
。
秘
術
と
は
申
せ
狭
院
な
産
道
内
で
素
手
の
指
先
を

曲
げ
、
爪
に
よ
り
胎
児
を
破
る
事
は
不
可
能
で
あ
り
、
施
術
に
は

道
具
が
必
要
で
あ
る
。
産
科
施
術
に
賀
川
流
が
回
生
器
を
使
用
す

る
事
を
非
難
し
た
玄
仙
が
、
騒
龍
含
下
玉
の
使
用
は
秘
術
と
す
る

必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

玄
仙
の
遺
志
は
自
説
の
西
方
へ
の
拡
大
で
あ
り
、
或
は
元
隣
が
、

そ
れ
を
継
い
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
頷
下
珠
と
騒
龍
含
下
玉
を
同

種
の
も
の
と
考
え
、
「
産
科
成
解
」
は
玄
仙
の
流
れ
と
結
論
し
た
。

（
日
本
医
史
学
会
東
海
支
部
）
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